
 逆極点チュートリアル 
 

複数材料の配向を評価する方法として、逆極点解析法があります。 

配向材料と無配向材料との強度比率をステレオ三角形上にプロットします。 

詳しくは、各ソフトウエア説明書を参考にして下さい。 

 

例 アルミニウム材 [113]や、[112]方向に配向している事が分かります。 

  

ＣＴＲソフトウエアでは、 

 複数材料を連続測定したデータに対し一括逆極点処理行う特長があります。 

 

測定データ 
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￥￥ 



逆極点関係のソフトウエア 

  

 

処理の手順 

 連続データから分割データに変換 

 分割データから逆極点を計算 

 逆極点図描画 

 

１．連続データから分割データ変換 

 を用います。 

 

  Aluminumを材料として指定 

  

  一括処理を行うホルダを指定 

         計算を行います 



 

  

  計算が完了しています。（プロファイルの分割が完了） 

 

２．分割データから逆極点を計算 

 Ｋｅｙを押す 

  ＩＣＤＤ相対強度に対する比率を計算 

  

 処理するホルダを指定   （分割状態を確認） 

    



 逆極点計算パラメータ 

  

計算開始 

   

 計算結果 

  

 計算結果をｓａｖｅすれば、Ｅｘｃｅｌで処理が可能になります。 

 

３．逆極点図描画 

 Ｋｅｙを押す 

      表示する材料を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   パラメータを指定して    

 

         3D逆極点図表示   

         等高線逆極点図表示(randomレベルは０) 
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